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１．コウノトリと自然再生



凡 例

1901年（明治34年）頃の河道

現在の河道

治水事業の推進⇒人命最優先

円山川は大正9年から実施された河道の付替えにより直線化している。このため、
旧流路の蛇行部に形成されていた湿地環境が減少したものと考えられる。
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直線化されてきた円山川⇒湿地の減少 3

なぜコウノトリは絶滅したのか？



:湿田

1957年（昭和32年）

圃場整備による乾田化

:乾田

1995年（平成7年）

乾田化されてきた豊岡盆地⇒湿地の減少 4

コウノトリの絶滅を招いた



目指すべき姿・・・

提供：富士光芸社

昭和35年の出石川(加陽付近)の様子
約60年前の出石川は、いろいろな生きものが集
まる場所でした。人・コウノトリ･牛が、分け
隔てなく一緒に暮らしていたことがうかがえま
す。
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平成17年9月24日 コウノトリ試験放鳥に成功
6

野外個体数 145羽
※平成30年10月6日現在

兵庫県立コウノトリの郷公園HPより



＜平成17年11月：円山川水系自然再生計画策定＞

◇湿地、山裾の保全・再生
◇河川と水田と水路と山裾の連続性の確保
◇良好な自然環境の保全・再生・創出

“コウノトリと人が共生する環境の再生を目指して”をテーマに以下の目標を設定

＜流域における自然再生の目標＞

◇特徴的な自然環境の保全・再生・創出
◇湿地環境の再生・創出
◇水生生物の生態を考慮した河川の連続性確保
◇人と河川との関わりの保全・再生・創出

＜河川における自然再生の目標＞

～エコロジカルネットワークの保全・再生・創出～

円山川水系自然再生計画 7

平成30年6月撮影 平成30年6月撮影

その他の湿地環境の再生・創出 その他の湿地環境の再生・創出

円山川

円山川

加陽湿地：｢大規模な湿地環境の創出と山から湿地の連続性確保｣と位置づけられている。



２．加陽湿地の変遷



平成28年8月撮影

五条大橋 五条大橋

着手前と現在の状況 9

平成21年頃



五条大橋
ご じょう

加陽湿地完成写真（平成３０年５月１日） 10
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ラムサール条約湿地の拡張

加陽湿地

加陽湿地が国際的に重要
な湿地として認められた。

平成２４年７月３日 「円山
川下流域・周辺水田」がラム
サール条約湿地に登録

●湿地名
円山川下流域・周辺水田

（兵庫県豊岡市）
●生息する貴重な生物
・コウノトリ
・ヒヌマイトトンボ
・ヒメシロアサザ
・オオアカウキクサ

などの水生植物
・メダカ、イトヨなどの魚類

現在のラムサールエリア

拡張エリア

平成30年10月エリア拡張

ラムサール条約湿地の拡張
11

「円山川下流域及び周辺水田」は、コウノトリが生息する湿地を守る取り組みなどが評価され、平成24年に流域北部を中心とする
約５６０ヘクタールが条約に登録された。そして、コウノトリの個体数増加に伴い、「加陽湿地」を含めた河川や水田計５３４ヘクタールが、
平成30年10月21日～29日に行われた、ラムサール条約締約国会議（COP13：ドバイ）で承認された。

10月3日(水) 朝日新聞朝刊より
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３.加陽湿地の維持管理について



地域連携による維持管理（１）

:河川管理者管理 :市、地元管理

甲：河川管理者

管理協定を締結

13

乙：豊岡市

地元住民による除草作業

甲：出水等被災に伴う機能復旧
乙：日常点検、除草、清掃、簡易な補修



平成30年2月 河川協力団体指定授与式授与式 活動状況

◇加陽湿地で活動をされている「加陽地区づくり委員会」が豊岡初の河川協力団体に指定された。

◇外来植物の駆除、「加陽湿地まつり」のイベント時や地元小学生等の環境教育を兼ねて外来生物の駆除に取り組
まれ、コウノトリが舞い降りる湿地の再生につなげる活動をされている。

地域連携による維持管理（２） 14

セイダカアワダチソウの駆除

アメリカザリガニの駆除

河川管理者の管理区分を、河川協力団体と連携して維持管理を実施していく。



15
加陽湿地維持管理マニュアル（案）を策定

各湿地（施設）ごとで期待する機能を明確化

機能を維持していくために必要な環境条件の整理

維持管理の具体的な実施の方法、時期、範囲等を示す

Step.1

Step.2

Step.3
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閉鎖型湿地の場合・・・

施設
施設別
の整備
方針

期待す
る機能

生息・生育が想定・期待される種と必要な環境

動物 必要な環境条件

閉
鎖
型
湿
地

上
流

上
池

水田環境
や池環境
による多
様な生物
の生息環
境

カエル、
トンボ等
の生息、
繁殖状況

トノサマガエ
ル、バッタ類

・水田に類似した環境（浅い水域）
・背丈の低い水際植物（ミゾソバ等）
・背丈の低い陸域の植物（チガヤ等）

下
池

・カエル、
トンボ等
の生息、
繁殖状況

・魚類の
生息環境
（遡上に
よる生
息）

トノサマガエ
ル、メダカ、ド
ジョウ、コイ、
フナ類（産卵）、
ナマズ（産卵）、
タモロコ、バッ
タ類など

・浅い緩流域、深み（魚類等の逃げ場、隠れ
場）
・背丈の低い水際植物（ミゾソバ等）
・背丈の高い水際植物（ヨシ・ガマ等）
・背丈の低い陸域の植物（チガヤ等）
・出石川～三木川～湿地の連続性

下
流



水際植物

緩流・止水域

50cm程度 5～20cm程度

具体的な維持管理＜草刈り＞

カエル、バッタ、トンボ等の生息環境

目標

水際植物

17



草刈り前

刈取りにあたっては、加陽湿地で
確認された主な外来種の刈り取り
に適した時期（種子をつける前）を

踏まえて実施する

水際植物

緩流・止水域

50cm程度 5～20cm
程度

水際植物

具体的な維持管理＜草刈り＞

カエル、バッタ、トンボ等の生息環境目標

草刈り後
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・20cmの刈り残しが作業上、困難。
・繁茂時期は、草がすぐ伸びてしまい、
草刈り回数が増える。
・貴重植物等への配慮・周知が必要。

課題



堰板調節<例>
魚類の産卵時期

具体的な維持管理＜水位（堰板運用）＞

目標 ・魚類の産卵環境の確保
（植物が湛水する水深確保）
・干し上げ（外来種抑制）

19

・灌漑期の流量が少ない時期は
十分な水位を保てない。
・出水時の堰上げ作業の連絡体制
の整理が必要。

課題



H30.4.17撮影

出石川

三木川

32

非灌漑期（堰板運用なし）
20



180417撮影

灌漑期（堰板運用あり）

H30.6.7撮影

出石川

三木川

21



干しあげ 干しあげ

④連絡

年間の維持管理スケジュール

①巡視

12月6月 7月 8月 9月 10月 11月
管理内容

1月 2月 3月 4月 5月

背丈の低い草本（ミゾソバ等）

②草刈り 上流閉鎖型湿地上池 背丈の低い草本（チガヤ等）

巡視

清掃

上流閉鎖型湿地下池 背丈の低い草本（チガヤ等）

目
指
す
植
物

下流閉鎖型湿地 背丈の低い草本（チガヤ等）

三木川

背丈の低い草本（ミゾソバ等）

上流閉鎖型湿地上池

上流閉鎖型湿地下池

③堰板運用

下流閉鎖型湿地

期間中1～2日程度

背丈の低い草本（ミゾソバ等）

背丈の高い草本（ヨシ、ガマ等）

連絡

管理用道路・平場スペース

下流取水堰

背丈の低い草本（チガヤ等）

背丈の低い草本（チガヤ等）

余水吐（開口①）

流入水路堰

流出水路堰

流入水路堰

流出水路堰

上流取水堰

草地部（放牧地含む）

対
象
施
設

平常運用平常運用
産卵期の湛水

内容
期間中に1～2日程度 1週間程度

三木川

年2回程度

年2回程度

3年に1回程度

場所はローテーション

必要に応じて適宜実施

必要に応じて適宜実施

必要に応じて適宜実施

週1回程度

90cm

90cm

30cm

30cm

30cm

30cm

30cm

30cm

30cm

必要に応じて適宜実施 年2回程度

具体的な維持管理＜維持管理スケジュール＞

草刈り

5月、8月の年2回程度
外来種抑制

堰板運用
（水位管理）

干し上げ

産卵期

干し上げ

22



180417撮影

企業参加による維持管理活動
23

◇企業のCSR活動により、湿地内の土砂撤去・除草作業に協力して頂いた。(H30.9.1)



４.加陽湿地の利活用について



加陽湿地まつり

◇平成26年度より地元主催、市・国共催で「加陽湿地まつり」を毎年開催。
◇平成30年度は第５回加陽湿地まつりを、11月4日(日)に開催予定。

25

SUPボート体験

生き物調査パネル展示



加陽水辺交流館での学習会

定置網の設置

定置網の回収

捕獲状況の整理

◇環境学習の一環として、中筋小５年生と魚類調査を実施。(平成30年9月26日、27日実施済)

◇調査結果は、開放型湿地・閉鎖形湿地の効果・機能検証データとして活用。

◇昆虫採取・川歩き体験を実施。自然との親しみの場として加陽湿地全体を活用している。

加陽湿地の水生生物調査 26

川歩き体験

昆虫採取体験



フジバカマの保全活動

◇円山川に自生していた「フジバカマ」を保護し、加陽湿地に移植を行った。(リスク分散)
◇学識経験者の指導の下、地元と連携して移植し、保護活動を実施した。(H30.6.23)
◇保全しているフジバカマが開花。花にアサギマダラが飛来していた。(H30.10.9)

27

保全活動の実施(6.23)

アサギマダラの飛来(10.9) フジバカマ開花(10.9)



５.今後の展開について



今後の展開・・・ 29

○自然とのふれあいの場として ⇒【環境学習の実施】

○安全・安心な水辺空間の提供 ⇒【地元と協力して維持管理】

○モニタリング調査の継続 ⇒【湿地環境の評価】
・生き物にとって住みやすいか？

・自然を肌で感じられる加陽湿地！

・堰板の運用管理(湛水・干し上げ)

コウノトリ野生復帰の象徴！！ 「加陽湿地」

・外来生物の抑制駆除

・草刈りの継続実施


